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Comparison of deltoid versus the gluteus medius as
intramuscular injection sites to reduce the pain discomfort.
升 田 茂 章 (Shigeaki Masuda)＊ 川 西 千恵美 (Chiemi Kawanishi)＊＊
 
本研究は､ 筋肉内注射を受ける際に､ 日本でよく選択されている注射部位である､ 三角筋と中殿筋ではどちらの部位
が痛みがより少ないかを明らかにすることを目的とした｡ 三角筋と中殿筋にイントロンの筋肉内注射 (インターフェロ
ン療法) を受けている患者11名を対象に､ 三角筋または中殿筋に筋肉内注射を行なった時の注射痛 (刺入時痛・注入時
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       
     㧖
㧖
２. 注射当日の体調
研究当日の体調を知るため､ 体温､ 脈拍､ 血






１日目 (5.0) と研究３日目 (3.5)､ 事例３の











































事例 年齢 性別 治 療 法 過去インターフェロン療法 注射曜日
研究を開始するまで
の注射回数の総計 薬 液 BMI
1 64 男性 イントロン単独 なし 3回／週 47回 イントロン300万 23.9
2 63 女性 イントロン内服 なし 3回／週 17回 イントロン600万 22
3 53 男性 イントロン単独 あり 3回／週 64回 イントロン600万 25.8
4 27 男性 イントロン単独 あり 3回／週 19回 イントロン600万 20.3
5 51 女性 イントロン内服 なし 3回／週 42回 イントロン1000万 20.2
6 69 女性 イントロン内服 あり 3回／週 82回 イントロン1000万 25.3
7 61 女性 イントロン内服 あり 3回／週 89回 イントロン1000万 19.6
8 61 男性 イントロン単独 あり 2回／週 17回 イントロン600万 19
9 55 男性 イントロン単独 なし 3回／週 94回 イントロン1000万 25.4
10 69 男性 イントロン単独 なし 3回／週 69回 イントロン1000万 23.7
11 51 男性 イントロン単独 なし 3回／週 24回 イントロン1000万 20.8






































刺入時痛 (p=0.714)､ 注入時痛 (p=0.917)､ 中








かった｡ これは､ 三角筋と中殿筋では､ 痛覚や
触覚などの皮膚感覚の違いがあると考えられる｡
刺入時痛は､ 針の機械的刺激を感受する高閾値
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